
三笠市の現状と課題
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総面積 302.52k㎡（うち森林 257.72k㎡）
人口 7,930人（R4.1）

北海道のほぼ中央に位置し、石炭産
業の発展で栄えた、道内鉄道発祥の
地としても知られる歴史あるまち。

三笠市

現在 未来

石炭産業や農業によって
地域形成が進む

石炭需要の低下
→産業構造が変化

雇用減少＝若者の市外流出
→高齢化が加速

過去

４大プロジェクト
H-UCG
三笠高校
三笠ジオパーク
観光農園

教育+観光
＝地方創生

三笠市地域再生計画（要点）

▮三笠市ふるさと納税返礼品（一部）

三笠市 地域資源を活用したCO2排出量実質ゼロとなる
水素製造による新たなしごと創出事業



寄附を募集している主な事業
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この他にも…
・北海盆おどり実施事業
（北海盆唄は三笠市幾春別発祥）

・三笠鉄道村整備事業
（北海道初の鉄道発祥の地）など



Hybrid Underground Coal Gasification
（ハイブリッド地下ガス化）の略称。

石炭や木質バイオマスなどの豊富な資源を有効活用する
ことで、事業全体でCO2排出量ゼロを目指す水素製造事業
の総称である。
主に次の3工程で構成される。

1. UCG：地中の石炭層から可燃性ガスを生産する。
可燃性ガスには水素や一酸化炭素などが含まれる。

2.水素製造：UCGガスなどから水素を製造する。

3. カーボンリサイクル：後述

【特徴：豊富な石炭資源と高いポテンシャル】

約7.5億トンの石炭が三笠市内に賦存する
（採掘された石炭は全体の2割に満たない）
これは水素3,800億㎥を製造する量であり、道内一般家庭の

約52年分の電気量に相当する。
道内全体では約150億トンが賦存し、三笠市モデルの広域展開に

よって資源の有効利用によるエネルギー事業が可能になる。

H-UCGとは

【H-UCGとは】
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UCGで発生するCO2への対応
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生石灰（CaO)、消石灰（Ca(OH)2)、フライアッシュ、
水ガラス（ケイ酸ナトリウムNa2SiO3）等の利用

CaO + H2O → Ca(OH)2
Ca(OH)2 + CO2 → CaCO3 + H2O

CO2＋CaO
スラリー注入

固結・石化

② 鉱物化反応を利用した地下固定
（カーボンリサイクル）

・UCG空洞や石炭採掘跡へのCO2充填
・鉱物化による地下構造の安定化

CO2注入井
深度800~1,000m

利用可能な水井戸

採掘跡/坑道跡

CO2
石炭層

CO2注入設備

帯水層

帯水層

帯水層

地下深部に存在する石炭採掘跡/坑道跡に地表からのボーリング孔を介してCO2を注入する

③ CO2気体の圧入による埋め戻し
（CCS）

注入先の間隙水圧や温度に応じて
・ 気体（マイクロバブルでの溶解促進）
・ 液体
・ 超臨界状態 での注入

・石炭層の空隙などへの注入

① 木質バイオマスの活用

・豊富な森林資源を活用することによる
森林へのCO2固定

石炭と木質バイオマスのガス化を地表でも行い、
それぞれから生産したガスを混焼する

出典：林野庁Webサイト
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/biomass/con_2.html

令和4年度実験予定



UCGで発生するCO2への対応
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令和4年度実験予定
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H-UCGから見るSDGs

13.気候変動に具体的な対策を

二酸化炭素の地下貯留 + 木質バイオマス活用による森林循環
↓

温室効果ガスの排出削減

自治体レベルでの目標達成 → 国の目標達成

17.パートナーシップで目標を達成しよう
H-UCG参画・協力企業団体
室蘭工業大学、太平洋興発㈱、大日本コンサルタント㈱
北海道電力㈱、応用地質㈱、㈱地圏総合コンサルタント、
大成建設㈱、エア・ウォーター㈱、岩谷産業㈱、北海道大学etc.

→将来的には他の旧産炭地域への技術提供
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H-UCGで目指す三笠市の将来像

（大日本コンサルタント株式会社 提供資料）

2050年 ゼロカーボンシティへ（R3.12.15北海道三笠市ゼロカーボンシティ宣言）



法人名など

1 ヤフー株式会社（東京都）

2 ハーチ株式会社（東京都）

3 株式会社中山組（札幌市）
4 株式会社丸庭佐藤建設（岩見沢市）
5 東京ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社（東京都）
6 A社（社名非公表）
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寄附の実績

▮寄附を頂いている企業（H-UCG事業）

▮寄附の活用先事例

1億1337万5,580円
▮R4.2月現在の寄附総額

・CO2地下固定研究 1億円
地下固定を行うスラリー材研究、超臨界状態での地中への固定研究

・水素サプライチェーンの構築等 1337万5,580円
水素製造～供給網の検討

▮寄附企業との連携事例
・感謝状やお礼状の進呈
・市HP、広報への掲載
・市内での研修・視察対応（CO2地下固定実験等）
・寄附企業との連携（実証フィールドの提供等） （三笠市HP掲載例）

http://www.nakayamagumi.co.jp/
https://harch.jp/
https://www.yahoo.co.jp/


ご清聴ありがとうございました。
三笠市 産業政策推進部

三笠市の企業版ふるさと納税全般について

〒068-2192 北海道三笠市幸町2番地
三笠市役所 企画財政部 企画調整課
担当:松井
tel 01267-2-3182
e-mail kikaku@city.Mikasa.Hokkaido.jp

H-UCG事業について

〒068-2192 北海道三笠市幸町2番地
三笠市役所 産業政策推進部 産業開発課
担当:菅、竹内
tel 01267-3-7090
e-mail sangyo@city.Mikasa.Hokkaido.jp

問合先

三笠市ホームページ
https://www.city.mikasa.
hokkaido.jp/hotnews/det
ail_sp/00010913.html

https://www.city.mikasa.hokkaido.jp/hotnews/detail_sp/00010913.html
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